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医
制
に
基
づ
く
医
術
開
業
試
験
は
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）

に
、
東
京
・
大
阪
・
京
都
の
三
府
で
、
翌
九
年
か
ら
は
全
国
各

県
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
当
初
は
内
外
科
（
一
般
医
科
）

の
他
、
暫
定
的
に
内
科
、
外
科
、
産
科
、
眼
科
、
整
骨
科
、
「
口

中
科
」
の
專
門
科
で
の
受
験
も
認
め
た
。
旧
中
津
藩
出
身
で
、

慶
応
義
塾
に
学
ん
だ
小
幡
英
之
助
は
明
治
八
年
一
○
月
二
日
付

で
第
四
号
の
内
務
省
医
術
開
業
免
状
を
下
付
さ
れ
た
が
、
東
京

府
初
の
受
験
者
で
あ
り
、
歯
科
専
門
で
も
第
一
号
で
あ
っ
た
。

小
幡
は
「
洋
方
歯
科
医
術
の
開
祖
」
と
冠
せ
ら
れ
、
旧
幕
以
来

の
口
中
科
や
口
歯
科
と
い
う
名
称
を
嫌
い
、
「
歯
科
」
で
出
願
し

た
と
史
書
は
誌
す
が
、
八
年
一
○
月
一
二
日
か
ら
六
日
間
、
東

日
本
の
歯
科
免
許
第
一
号
者

小
幡
英
之
助

樋
口
輝
雄

日
本
歯
科
大
学
新
潟
生
命
歯
学
部
医
の
博
物
館

京
日
々
新
聞
に
出
稿
し
た
開
業
広
告
で
は
自
ら
「
口
中
療
治
」

と
躯
っ
て
い
る
。

「
口
中
療
治
／
小
生
事
四
年
前
ョ
リ
米
国
歯
科
医
ヱ
リ
オ
ッ
ト

先
生
二
従
上
歯
科
一
切
ノ
業
ヲ
学
上
痛
歯
ヲ
抜
キ
金
銀
粉
ヲ
以

テ
訣
歯
ヲ
埋
メ
入
歯
ヲ
植
へ
懸
垂
垂
ヲ
補
上
汚
歯
ヲ
磨
キ
歯
竝

ヲ
直
ス
等
ノ
事
ヲ
ナ
ス
ヲ
以
テ
今
般
開
業
免
許
ヲ
得
東
京
采
女

町
二
六
番
地
隈
川
宗
悦
方
へ
同
居
致
シ
專
ラ
歯
科
医
術
ヲ
施
シ

候
間
貴
客
請
う
来
顧
ヲ
賜
へ
／
小
幡
英
之
助
」
と
い
う
一
九

字
×
九
行
の
文
中
、
采
女
町
二
六
番
地
は
、
現
在
の
中
央
区
銀

座
五
丁
目
一
四
番
地
（
歌
舞
伎
座
の
向
か
い
）
、
隈
川
宗
悦
は
成

医
会
の
創
立
メ
ン
バ
ー
で
、
医
化
学
者
隈
川
宗
雄
の
養
父
で
も

あ
る
。小

幡
英
之
助
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
年
）
生
で
、
慶
応
義
塾

の
塾
長
を
務
め
た
小
幡
篤
次
郎
は
叔
父
に
あ
た
る
。
そ
の
事
跡
は
、

今
田
見
信
氏
の
「
小
幡
英
之
助
先
生
」
に
詳
し
い
が
、
挿
話
の

数
々
は
、
明
治
四
二
年
の
没
後
、
門
弟
た
ち
か
ら
の
伝
聞
が
主
と

な
り
、
歯
科
史
書
の
基
本
文
献
『
歯
科
医
事
衛
生
史
前
巻
」
（
昭

和
一
五
年
）
で
の
記
述
「
赤
星
研
造
を
試
験
主
任
と
し
、
本
邦
開

關
以
来
初
め
て
の
歯
科
専
門
の
試
験
が
行
は
れ
：
…
．
、
こ
れ
に
対
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し
小
幡
の
答
弁
流
、
る
が
如
く
し
て
試
験
官
を
し
て
感
動
せ
し
め

た
と
い
ふ
程
で
あ
る
」
は
、
以
後
定
説
と
な
っ
た
。

『
東
京
市
史
槁
／
市
街
篇
」
第
五
七
巻
（
昭
和
四
○
年
）
の
明

治
八
年
一
○
月
二
日
の
条
「
医
術
開
業
者
へ
免
状
ヲ
下
付
ス
」

に
は
、
小
幡
の
受
験
に
関
す
る
書
類
が
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、
演

者
は
昨
年
の
日
本
歯
科
医
史
学
会
学
術
大
会
に
お
い
て
、
同
記

載
事
項
を
基
に
そ
れ
ま
で
不
明
だ
っ
た
受
験
時
の
経
緯
に
つ
い

て
報
告
し
た
。
一
件
書
類
に
よ
れ
ば
、
「
内
務
省
衛
生
局
と
も
協

議
し
、
東
京
医
学
校
（
現
在
の
東
京
大
学
医
学
部
）
に
依
頼
し

て
別
紙
の
通
り
試
験
が
終
了
し
た
が
、
免
状
下
付
に
つ
き
指
示

願
い
た
い
」
旨
の
上
申
書
が
八
年
九
月
二
四
日
付
で
、
東
京
府

知
事
よ
り
内
務
卿
大
久
保
利
通
宛
に
出
さ
れ
た
。
そ
れ
を
受
け
、

一
○
月
二
日
付
で
小
幡
英
之
助
の
歯
科
医
術
開
業
を
許
可
し
免

状
を
下
付
す
る
の
で
、
本
人
へ
の
渡
し
方
を
取
り
計
ら
う
よ
う

と
の
指
示
が
あ
っ
た
。
「
別
紙
」
は
試
験
を
委
託
さ
れ
た
東
京
医

学
校
か
ら
の
報
告
書
で
、
小
幡
の
成
績
は
「
中
の
上
」
と
記
し
、

後
世
伝
え
ら
れ
る
「
：
．
…
答
弁
流
る
、
如
く
」
と
は
言
い
難
い
。

ま
た
、
六
月
二
二
日
付
出
願
書
類
と
修
学
履
歴
書
、
教
師
保
証

書
（
「
口
科
医
術
卒
業
証
書
訳
文
写
二
も
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
典
拠
は
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
『
東
京
府
史

料
」
（
未
刊
史
料
・
明
治
一
九
年
前
に
編
纂
）
で
あ
る
。

小
幡
が
従
学
し
た
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
エ
リ
オ
ッ
ト
（
Ｍ

Ｄ
、
Ｄ
Ｄ
Ｓ
）
は
、
一
八
七
○
年
に
渡
航
し
、
横
浜
で
歯
科
を

開
業
し
た
。
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
歯
科
医
学
・
歯
科
医
療
は
、

絶
大
な
工
業
力
を
背
景
に
義
歯
材
料
や
器
械
器
具
の
開
発
等
、

発
展
期
に
あ
っ
た
。
エ
リ
オ
ッ
ト
は
日
本
や
中
国
の
歯
科
事
情

に
つ
い
て
、
米
国
の
学
術
各
誌
に
寄
稿
し
て
い
る
。

明
治
八
年
八
月
発
行
の
『
医
学
雑
誌
』
第
四
号
に
は
、
「
東
京

医
学
会
社
」
構
成
員
一
七
四
名
の
一
人
と
し
て
小
幡
の
名
が
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
当
時
か
ら
家
塾
を
開
き
歯
科
医
術
を
伝
習
し

た
。
「
門
下
を
教
育
す
る
に
倦
む
こ
と
な
く
、
其
間
に
一
の
秘
密

を
も
残
さ
な
か
っ
た
」
と
伝
え
ら
れ
、
多
数
の
中
津
出
身
者
が

門
生
に
名
を
列
ね
て
い
る
。
小
幡
英
之
助
は
生
前
名
利
を
求
め

な
か
っ
た
が
、
明
治
四
四
年
、
歯
科
免
許
第
一
号
者
を
顕
彰
し
、

青
山
霊
園
の
笙
域
に
石
黒
忠
惠
蒙
額
に
よ
る
墓
碑
が
建
立
さ
れ

た
。
そ
し
て
中
津
公
園
の
銅
像
の
前
で
は
、
毎
年
五
月
の
第
二

日
曜
日
、
中
津
歯
科
医
師
会
と
大
分
県
歯
科
医
師
会
の
方
々
に

よ
り
、
「
歯
科
祭
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。


